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要旨 

 

本研究は 5人の日本語学校修了生の語りから彼らの留学生活と日本語学校の位置づけを追及

するものである。日本語学校は日本で進学するための予備教育機関であり、その後の進路のため

日本語の授業に重きが置かれているが、授業内容などすべての学生にとって必要なことはそれほ

ど多くはない。日本で生活している留学生にとって日本語は必要なものであるが、それ以上に重要

なものもの、緊急を要するものはある。また留学生活は日本語学校校内や、在籍期間だけではな

い。本研究では留学生が日本語学校をどのように捉え、またその生活や人生に日本語学校がどの

ように関わっているのか日本語学校修了生の語りを通し、検討する。 

調査協力者は国内の日本語学校を修了し、現在も日本で生活している 20 代から 30 代の男女

5名である。日本語学校在籍当時だけではなく、修了後に日本語学校がどう関わっているかも見る

ために、在校生ではなく修了生にインタビューを行った。各協力者に留学の経緯や日本語学校在

籍時、また卒業後の進路等について日本語で話を聞いた。協力者の国籍は中国、タイ、ベトナム

で、それぞれ国費留学生、私費留学生、新聞奨学生として来日している。また現在の職業も大学

院生、学部生、社会人、主婦と多様である。 

これらのインタビューデータを用い、2 種類の方法で彼らの留学生活と日本語学校の関係性を

見ていった。最初に日本語学校在籍時はどのような留学生活であったのかを見るため、協力者 2

名のデータをもとに KJ 法で分析を行った。KJ 法の手順に従い、2 名のデータからそれぞれの図

解を作成した。両者は国籍や性別以外に国費留学生と私費留学生という来日した立場も異なり、

対照的な調査結果を示した。次に 5 名のインタビューデータから、留学生活の全体像を見た。留

学の目的や経緯、また日本語学校と日本語学習、卒業後の進路についてデータ分析を行った。 

留学目的と進路を見ると、順調に進学準備を進めることのできた協力者はその立場に関わらず、

留学目的を明確に語っていた。自らの進路を早期に決定していたことから勉強や進学準備に時間

を十分に使うことができ、集中できたからだと考えられる。また、ほとんどの協力者が自ら日本語学

校での授業以外に学外にもその使用の場を求めており、それは日本語学校の授業に対して有用

性を感じていたか否かとは関係がない。アルバイト先のほうが授業よりも日本語の上達を実感する

場となっている協力者もいた。しかし、経済的な負担の大きい協力者にとってアルバイトは生活費

や学費のために必要な場であり、たとえ日本語学校よりも日本語を使う場であったとしても「日本語

のため」という認識はなかった。調査結果には来日時の立場を超えた共通点や相違点が見られた

が、その立場の違いが個々の留学生活に少なからず影響を与えていることも無視はできない。 

以上の結果から協力者 5 名の留学生活の中で日本語学校がどのような位置づけであったのか

を考えると、協力者は自身の留学生活における「優先順位」を考え、それに合わせて「日本語学校」

を活用しているという点で共通していた。それぞれの発言は違っていても、そこには個々の必要で

あるべきものの尺度が見えてくる。学生たちは自分にとって必要なものは何か、有益なものは何か

と学校内外のものに対し取捨選択を行っており、しっかりと主導権を握っているように思える。同時

に、彼らが学校側の「管理」を求めているのもまた事実である。 

日本語学校修了生の語りを通し、日本留学の目的とその後の進路、またその間に位置する日

本語学校の関わりについて検討した。本研究では私費留学生だけでなく異なる立場の留学生の

語りを記述し、その相違点だけでなく、共通点も見ることもできた。しかし、本研究の協力者は 5 名

と少人数であり、この結果を一般化することはできない。また国籍や立場の違いも同様であり、個々
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の記述を代表であるかのようなとらえ方はできない。今後、それぞれの立場の協力者の枠を広げて、

分析、検証を行う必要がある。
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